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また、自動車交通が集中する大都市圏では「自

動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の 

特定地域における総量の削減等に関する特別措置 

法｣（以下「自動車NOx・PM＊法」という。）に 

基づく車種規制が適用されています。 

 

ア.自動車からのNOX(窒素酸化物)排出量 

大阪市域の自動車からのNOｘ排出量は各種施 

策の実施により削減されてきており、平成21年 

度は3,740トン/年となっています。 

 

イ.自動車排出ガス対策 

大阪市では、道路管理者等の関係機関と連携し

ながら、自動車排出ガス対策として局地的施策及

びエコカーの普及促進など広域的施策を推進して

います。 

 

○ 局地的施策 

平成23年度においては、阪急京都線千里線

連続立体交差化（京都線：南方～上新庄、千里

線：柴島～吹田）など、道路交通のボトルネッ

クとなっている交差点や踏切などについて、交

差点改良や立体交差化を行い交通流の円滑化を

図っています。 

  交通渋滞等の原因である路上駐車に対しては、

めいわく駐車防止について市民意識の向上を図

るため「大阪市迷惑駐車の防止に関する条例」

（平成6年）に基づき、啓発などを実施してい

ます。 

 

○ 広域的施策 

(ｱ)エコカーの普及促進 

  大阪市では、電気自動車、ハイブリッド自動

車等の低公害車に加えて、低排出ガスかつ低燃

費車をエコカーと定義し、「大阪市公用車エコ

カー導入指針」に沿って、公用車へのエコカー

導入とその普及促進を図っています。平成23

年度末現在、全公用車3,400台のうち、558

台が低公害車で、電気自動車は27台、ハイブ

リッド自動車は1６０台となっています。 

 

(ｲ)グリーン配送の推進 

 大阪市に物品を納入する事業者に、輸配送に

低公害車や低排出ガス車などを使用する「グリ

ーン配送」を義務付け、低公害車等への転換促

進を図っています。 

 

(ｳ)御堂筋エコロード推進事業の推進 

  平成19年度から、御堂筋沿道の企業及び運

送事業者等と連携して、エコドライブの実践、

エコカーの使用、グリーン配送の推進、公共交

通機関等の利用推進等を進めています。平成

23年度は、御堂筋デザインストリートのイベ

ントに参画し、市役所庁舎前でのエコカー展示

等を行ったほか、中央区役所ロビーでのエコカ

ーの写真展を実施しました。 

  

(ｴ)環境にやさしい交通をすすめるプロジェクト 

  港区の「環境にやさしい交通をすすめるプロ

ジェクト」の事業としてエコドライブ教習（１

回）等を実施しました。 

  

(ｵ)公共交通機関等の利用促進 

  鉄道、バス等公共交通機関の利便性の向上を

図り、利用を促進するとともに、通勤・通学時

や業務時の移動における丌要丌急の自動車使用

の抑制、毎月20日のノーマイカーデーの啓発

を進めています。 

公用車への低公害車の導入状況 
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